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試験衛星Ⅷ型「きく 8 号」2）である。「きく 8 号」は、















るようになった。水深 200 ｍ～ 1,000 ｍの深海では、
プランクトンが食物連鎖によって活発な鉛直移動を
行っており、海洋における炭素循環を研究する上で
重要な場所である。大型の支援船を必要とする従来
の調査では、地域・季節・昼夜で変動する生物群に
合わせた柔軟な運用ができなかった。新システムで
は、運用時間という点でも柔軟性が増した。
　今回のシステム開発は宇宙技術と海洋技術の連携
により成しえたものである。
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